
と
も
に
、
政
府
機
関
に
も
提
言
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ

て
、
Ｉ
Ｐ
Ａ
自
身
が
産
学
官
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の
交
流
・
循
環
の
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

(2)
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
効
率
的
・
効
果
的
な
運
営

我
が
国
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
競
争
力
強
化
の
視
点
か
ら
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
産
業
界
や
学
界
（
大
学
、
国
研
）
の
優
秀
な
人
材
を
結
集
し
て
、
経
済
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
即
応
し
た
実
践
的
な
事
業
を
行
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
海
外
の
有
力
機
関
と
も
連
携
を
と
り
次
の
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①
　
日
本
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
・
評
価
（S

P
I：
S
o
ftw
a
re
P
ro
c
e
s
s

Im
p
ro
ve
m
e
n
t

）
手
法
の
開
発

②
　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
計
量
化
基
準
（
も
の
さ
し
）
の
構
築

③
　
開
発
し
た
手
法
や
ツ
ー
ル
等
の
政
府
調
達
や
Ｉ＊

　

Ｔ
Ｓ
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
応
用

④
　
実
践
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
通
じ
た
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成

(3)
中
小
企
業
の
た
め
の
Ｉ
Ｐ
Ａ

中
小
企
業
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い
Ｉ
Ｐ
Ａ
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
か
ら
事
業
化
に
至
る
ま
で
、
以
下
の
よ
う
な
一
貫
し
た
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
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Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
二
〇
〇
四
年
一
月
五
日
よ
り
、
「
独
立
行
政
法
人
　
情
報
処
理
推
進
機
構
」

（In
fo
rm
a
tio
n
-te
c
h
n
o
lo
g
y
P
ro
m
o
tio
n
A
g
e
n
c
y,
J
a
p
a
n

）
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。
二
〇
〇
八
年
三
月
末
ま
で
の
四
年
三
ヶ
月
の
間
、『
創
造
』、『
安
心
』、『
競
争
力
』
を
基
本
理
念
と

す
る
中
期
計
画
に
従
っ
て
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
以
下
、
中
期
計

画
の
概
要
を
、
新
生
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
４
つ
の
機
能
に
分
け
て
順
を
追
っ
て
説
明
し
ま
す
。

第
一
の
機
能
は
、『
創
造
』
へ
の
貢
献
と
『
競
争
力
』
の
向
上
で
す
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｔ
政
策
シ
ン
ク
タ
ン

ク
及
び
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
強
化
し
、
我
が
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
産
業
の
競
争
力
の
向
上
を

図
る
も
の
で
す
。

(1)
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
充
実

Ｉ
Ｔ
政
策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
及
び
情
報
発
信
基
地
と
し
て
、
内
外
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
技
術
・
製
品
・
市
場
の

動
向
の
調
査
・
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、
産
学
官
の
若
手
で
組
織
す
る
研
究
会
で
の
議
論
を
通
じ
て
、「
ｅ

―

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
等
を
推
進
す
る
た
め
の
優
先
分
野
の
絞
込
み
と
、
Ｉ
Ｔ
技
術
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て
、
広
く
一
般
に
情
報
発
信
す
る
と
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を
視
野
に
い
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
グ
リ
ッ
ド
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
推
進
、
将
来
の
実
用
化
を
念
頭
に
お

い
た
次
世
代
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
等
を
強
力
に
展
開
し
ま
す
。

第
二
の
機
能
は
、『
安
心
』
で
き
る
情
報
化
社
会
の
実
現
で
す
。
Ｉ
Ｔ
が
産
業
や
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
充
分
に
機
能
す
る
た
め
、
安
心
し
て
Ｉ
Ｔ
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
る
も
の
で
す
。

(1)
情
報
シ
ス
テ
ム
脆
弱
性
分
析
・
対
策
の
充
実

情
報
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
を
つ
く
攻
撃
か
ら
シ
ス
テ
ム
を
守
る
た
め
、「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
ラ
ボ

ラ
ト
リ
」
を
設
立
し
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
　
情
報
シ
ス
テ
ム
の
脆
弱
性
の
検
証
と
分
析

②
　
脆
弱
性
を
つ
く
攻
撃
手
法
の
分
析
と
対
処
策
の
策
定

③
　
脆
弱
性
に
係
る
危
険
性
の
観
測
、
警
告
と
公
表

④
　
脆
弱
性
を
よ
り
少
な
く
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
手
法
の
検
討

(2)
我
が
国
唯
一
の
Ｉ
Ｔ
製
品
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
認
証
機
関
（
二
〇
〇
四
年
四
月
よ
り
）

国
際
的
な
相
互
認
証
協
定
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ａ
（C

o
m
m
o
n
C
rite
ria
R
e
c
o
g
n
itio
n
A
rra
n
g
e
m
e
n
t

）
で

認
め
ら
れ
た
我
が
国
唯
一
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
認
証
機
関
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。
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ャ
ー
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
　
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
に
対
す
る
資
金
提
供
　

②
　
開
発
資
金
を
民
間
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
際
の
債
務
保
証

③
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
お
け
る
指
導
・
助
言
・
進
捗
管
理

④
　
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
提
供
に
よ
る
開
発
支
援

⑤
　
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
、
中
小
企
業
投
資
育
成
会
社
、
中
小
企
業
向
け
金
融
機
関
等
と
の
『
出

会
い
の
場
』
の
提
供

⑥
　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
活
用
し
た
経
営
管
理
、
販
売
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
提
供

⑦
　
事
業
化
資
金
を
民
間
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
際
の
債
務
保
証

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
中
小
企
業
に
対
し
、
以
下
の
よ
う
な
情
報
化
支
援
を
行
い
ま
す
。

①
　
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｔ
投
資
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
実
施

②
　
Ｉ
Ｔ
投
資
資
金
を
借
り
入
れ
る
場
合
の
債
務
保
証

③
　
導
入
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
テ
ス
ト
ラ
ン
を
す
る
た
め
の
テ
ス
ト
ベ
ッ
ド
の
提
供
を
検
討

(4)
創
造
的
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

創
造
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
オ
ー
プ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
、
国
際
標
準
化
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修
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
整
備
し
、
こ
れ
ら
の
有
効
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
活
用
モ
デ
ル
・

活
用
指
針
の
提
示
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
設
、
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
策
定
、
先
進
的
人
材
育
成
事
例
（
ベ
ス
ト
・
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
）
の
調
査
・
紹
介
を
実
行
致
し
ま
す
。
ま

た
、
時
代
の
要
請
や
技
術
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
」
や
「
研
修
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
継
続
的
な
見
直
し
と
改
訂
を
実
施
し
、「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
」
と
「
Ｉ
Ｔ
国
家
試
験
」
と
の
連
携
を

推
進
し
ま
す
。

(2)
Ｉ
Ｔ
国
家
試
験
（
情
報
処
理
技
術
者
試
験
）
の
円
滑
な
実
施

我
が
国
最
大
規
模
の
国
家
試
験
で
あ
る
情
報
処
理
技
術
者
試
験
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
良
質
な
試

験
問
題
作
成
体
制
、
試
験
会
場
の
確
保
、
試
験
監
督
員
等
の
充
実
に
よ
る
万
全
な
実
施
体
制
等
の
継
続
的

な
整
備
を
実
施
し
ま
す
。
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
基
盤
で
あ
る
情
報
処
理
技
術
者
試
験
ス
キ
ル
標
準
を
、

Ｉ
Ｔ
技
術
動
向
の
変
化
を
踏
ま
え
不
断
に
見
直
す
こ
と
に
加
え
て
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
と
の
連
携
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
個
人
の
成
績
照
会
へ
の
対
応
等
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に
努
め
る
と
と
も
に
、
受
験
者

の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
Ｃ
Ｂ
Ｔ
（C

o
m
p
u
te
r
B
a
s
e
d
T
e
s
tin
g

）
の
実
施
可
能
性
を
検
討
の
上
、

一
部
の
試
験
区
分
に
お
い
て
実
証
的
実
験
を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
各
国
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
加

盟
国
、
中
国
、
韓
国
、
イ
ン
ド
等
）
と
情
報
処
理
技
術
者
試
験
の
相
互
認
証
・
維
持
に
向
け
た
取
り
組
み

の
推
進
や
、
各
国
試
験
実
施
機
関
の
自
立
化
へ
の
協
力
を
行
い
ま
す
。
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①
　
国
際
標
準
に
基
づ
く
評
価
基
準
（IS

O
/IE
C
1
5
4
0
8

）
に
よ
る
認
証
の
実
施

②
　
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
認
証
制
度
の
普
及
促
進

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
我
が
国
の
Ｉ
Ｔ
製
品
や
シ
ス
テ
ム

の
海
外
展
開
が
容
易
に
な
り
、
国
際
競
争
力
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

(3)
日
本
発
暗
号
技
術
の
国
際
標
準
の
獲
得

電
子
政
府
推
奨
暗
号
の
継
続
的
な
安
全
性
の
確
認
や
、
暗
号
製
品
の
安
全
性
に
係
る
評
価
技
術
の
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
際
的
な
標
準
化
活
動
（IS

O
/IE
C

）
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
発

の
暗
号
技
術
の
国
際
標
準
の
獲
得
を
目
指
し
ま
す
。

第
三
の
機
能
は
、
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
の
強
力
な
推
進
で
す
。『
創
造
』
や
『
競
争
力
』
を
実
現
す
る
た
め
の

基
盤
と
な
る
高
度
な
Ｉ
Ｔ
人
材
の
発
掘
と
育
成
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

(1)
Ｉ
Ｔ
人
材
の
ス
キ
ル
を
測
る
「
も
の
さ
し
」（
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
）
の
有
効
活
用

Ｉ
Ｔ
人
材
の
実
務
能
力
を
体
系
化
し
た
指
標
で
あ
る
「
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
」
と
こ
れ
に
対
応
し
た
「
研
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第
四
の
機
能
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
っ
た
効
率
的
で
透
明
な
組
織
・
事
業
運
営
で
す
。

(1)
組
織
運
営

時
代
の
変
化
に
機
敏
に
対
応
す
る
た
め
、
組
織
や
業
務
の
不
断
の
見
直
し
を
行
い
、
常
に
組
織
の
ス
リ

ム
化
・
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
職
員
の
業
績
を
ボ
ー
ナ
ス
や
昇
給
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
の
人
事
手

法
の
活
用
に
よ
る
成
果
主
義
の
徹
底
や
、
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
）
や
任
期
付
職
員
の
活
用

な
ど
多
様
な
雇
用
形
態
に
よ
る
Ｉ
Ｐ
Ａ
全
体
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
海
外
研

究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制
度
を
創
設
し
、
民
間
企
業
か
ら
の
優
秀
な
人
材
の
出

向
・
転
入
の
加
速
を
図
り
ま
す
。

(2)
事
業
運
営

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、
随
時
公
募
制
の
採
用
や
年
２
回
採
択
の
実
施
、
募
集
の
締
め
切

り
か
ら
採
択
ま
で
の
期
間
の
短
縮
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
の
成
果
を
迅
速
に
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
で
公
開
し
た
り
、
成
果
発
表
会
の
開
催
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
積
極
的
な
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。
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(3)
天
才
的
ク
リ
エ
ー
タ
の
発
掘
（
未
踏
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
創
造
事
業
）

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
独
創
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
等
を
有
す
る
優
れ
た
人
材
（
天
才
的
ク
リ
エ
ー
タ
）

を
、
中
期
計
画
期
間
中
に
五
〇
人
以
上
発
掘
し
ま
す
。
独
創
的
な
技
術
や
ア
イ
デ
ア
を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と

し
て
実
現
し
、
実
証
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
天
才
的
ク
リ
エ
ー
タ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
旨
明

示
し
て
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
等
、
積
極
的
な
広
報
に
よ
り
認
知
度
向
上
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
開
発
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
事
業
化
支
援
も
行
い
ま
す
。

(4)
地
域
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

高
度
な
情
報
処
理
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
人
材
育
成
を
行
う
た
め
、
都
道
府
県
や
Ｉ
Ｐ
Ａ

等
の
出
資
に
よ
り
全
国
主
要
都
市
に
設
立
さ
れ
た
地
域
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
中
期
経
営
改

善
計
画
に
基
づ
く
経
営
指
導
・
助
言
や
Ｉ
Ｔ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
の
積
極
的
活
用
等
に
よ
り
、
事
業
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
標
準
に
対
応
し
た

人
材
育
成
に
貢
献
し
ま
す
。
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